
隠
岐
方
言
の
間
投
表
現
に
つ
い
て

本
稿
は 、
隠
岐
方
言の
間
投
部の 、
文
表
現
上
の
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
の

が
目
的
で
あ
る 。

隠
岐
島の
生
活
語
を 、
い
ま
隠
岐
方
言
と
し
て
把
握
す
る 。

隠
岐
島
は 、
山
陰の
北
方
海
上
に
位
置
し 、
通
常 、
「
島
前」 ・と
「
島
後」

と
の
両
地
域
に
大
別
さ
れ
る 。

「
島
後」
に
は 、
南
端
に 、
当
地
域の
中
心
地
で
あ
る
旧
西
郷
町
が
あ
る 。

同
町
は 、
隠
岐
支
庁の
所
在
地
で
あ
り 、
隠
岐
定
期
連
絡
船
の
基
地
で
も
あっ

て 、
本
土
と
の
交
渉
も
比
較
的
盛
ん
で
あ
る 。
い
わ
ば 、
政
治・
経
済・
文
化

の
諸
面
で 、
辺
境
地
域
に
与
え
る
影
響
力
は
大
き
い 。

右
の
旧
西
郷
町
に
対
す
る
北
辺
西
辺
の
諸
地
域
は 、
一
帯
の
山
地
に
よっ
て

限
ら
れ 、
古
来 、
比
絞
的
孤
立
し
が
ち
な
土
地が
ら
で
あっ
た
と
解
さ
れ
る 。

現
に 、
あ
い
隣
接
す
る
部
落
で
あっ
て
も 、
い
く
ら
か
の
と
と
ば
の
う
え
で 、

何
ら
か
の
変
相の
観
察
さ
れ
る
と
と
も
稀
で
は
な
い 。
総
じ
て
そ
の
生
活
認

は 、
よ
り
後
進
性
を
み
せ
が
ち
で
あ
る 。

「
島
前」
は 、
「
西」
「
中」
「知
夫
里」
の
三
島
よ
り
成
り 、
そ
の
方
言
状
態
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神

泰

部

宏

も
か
な
り
複
雑
で
あ
る 。
特
に 、
南
端の
離
島
「知
夫塁」
は 、
異
色
を
示
す

乙
と
が
多い 。
「
島
後」
の
方
言
状
態
と
の
あ
い
だ
に
も 、
あ
る
差
異
が
認
め

ら
れ
る 。
が 、
概
し
て
言
え
ば 、
「
島
後」
南
部と
「
島
前」
西の
島の
方
言

状
態
は 、
比
較
的
似
よ
り
を
み
せ
て
い
る
と
言っ
て
よ
か
ろ
う 。

関
投
部の
表
現の
記
述
は 、
「
島
後」
北
西
部
に
位
置
す
る
五
箇
村の
生
活

語
||

五
箇
方
言で
の
状
態
を
中
心
に
進
め
て
い
くと
と
に
す
る 。
五
箇
方
言

は 、
い
わ
ば 、
受
動
的
な
古
脈
性
を
特
質と
す
る
点
で 、
隠
岐の
な
か
で
も
き

わ
だっ
た
方
言の一
つ
で
あ
る 。(拙一例「隠岐・い同五
箇方一古口分派につ
いて」
八日

本の
方言区画V参照)

乙
乙
に
間
投
部
と
い
う
の
は 、
例
え
ば 、

Oエ
マ
ワ
ケ
1
・コ

ザ
ラ
ヌ 。

今は 、
ほんとに 、
あ
りませ
ん 。

の
文
表
現
に

お
け
る
「
ケ
l」

の
よ
う
に 、
文
中
に 、
自
由に
間
役
さ
れ
る

「
遊
離
独
立」
の
要
素
を
指
し
て
い
る 。

右の
「
ケ
l」

は 、
指
示
代
名
詞
「乙
れ」
に
由
来
す
る 。
が 、
と
の
表
現

で
も
み
ら
れ
る
よ
う
に 、
関
投
用
法
が
習
慣
的で
あ
る
う
え
に 、
形
も
特
定
化



し
て
い
て 、
も
は
や 、
指
示
代
名
詞
と
し
て
認
め
る
と
と
は
図
難
に
なっ
て
い

る 。
乙
の
と
と
か
ら 、
「
ケ
l」

の
類は 、
口問
詞
論
的
に
は
「間
投
詞」
と
し

て
認
定
す
る
と
と
が
有
効
で
あ
る 。
(
藤原与一
先生「方言
学」
九Oペ
参照)

隠岐方言の間投表現に ついて

言
う
ま
で
も
な
く
「
間
投
詞」
は 、
国
語口問
詞
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
な
い

の
が一
般
で
あ
る 。
が 、
話
し
こ
と
ば
の
分
野
に

お
い
て
は 、
ζ
の
種の
要
素

の
活
動
に
注
目
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い 。
早
く

杉
山
栄一
氏
も
「
国
語
法

口問
詞
論」
に

お
い
て 、
例
え
ば
「
今
度
の
発
車
は 、
エ
エ
ト 、

十
四
時二
十
分

で
す 。」
(
九
九ベ)
の
「エ
エ
ト」

の
類
を 、
「
間
投
詞」
と
称
すべ
き
こ
と

を
提
案
し
て
い
る 。
ま
た 、
「
話
し
こ
と
ば
の
文
型
ω
ω」
(
国
立
国
語
研
究

所)
で
も 、
「
間
投
詞」
の
活
動
に
言
及
し
て
い
る
の
で
あ
る 。

文の
機
能
上
の
特
定
要
素
と
し
て
の
間
投
部
は 、
品
詞
論
的
な
立
場
か
ら
み

れ
ば 、
上
述
の
よ
う
な
間
投
詞
に
よっ
て
成
り
立つ
と
と
が
多い 。
(
関
投
部

は 、
他
に 、
例
え
ば
対
称の
人
代
名
詞
に
よっ
て
も
成
り
立つ 。)
間
投
詞
に

は 、
話
し

手の 、
特
定
の
感
情・
意
識
が 、
直
接
的
に
う
ち
出
さ
れ
る
の
が
普

通
で
あ
る 。
間
投
詞
の
立つ
文
表
現
は 、
当の 、
間
投
詞
の
色
調に
よっ
て
特

色づ
け
ら
れ
る 。
換
言
す
れ
ば 、
文
表
現
の
特
色
が 、
い
わ
ば
頂
点
的
に 、
間

投
詞
||

間
投
部
に
表
示
さ
れ
る 、
と
も
言
え
よ
う 。
と
の
意
味
か
ら
す
れ

ば 、
間
投
詞
||

関
投
部
は 、
文
表
現
の
機
能
を
把
握
す
る 、
一
つ
の
ポ
イン

ト
な
の
で
あ
る 。

隠
岐
方
言で
も 、
右の
間
投
詞
が
み
ら
れ
る
が 、
注
目
さ
れ
る
の
は 、
指
示

代
名
詞
「乙
れ」
「そ
れ」
か
ら
の
転
成
と
み
ら
れ
る 、
一
群の
間
投
詞の
活

動
で
あ
る 。
本
稿
で
は 、
特
に
乙
れ
ら
の
間
投
詞
を
と
り
あ
げ 、
主
と
し
て
そ

の
表
現
機
能
に
つ
い
て 、
記
述
を
進
め
て
い
くと
と
に
す
る 。

三
ノ一

は
じ
め
に 、
「乙
れ」
系
の
間
投
詞
を
と
り
あ
げ
る 。
と
と
に
は 、

「
ケ
l」

〔
宮己・「
カェ
l」

〔r8己・「コ
1」

〔
宮一〕
な
ど
が
認
め
ら
れ
る 。

以
上
の
諸
形
の
う
ち
で 、
全
域
に
わ
た
り 、
最
も
頻
用
さ
れ
る
の
は 、
「
ケ

l」
で
あ
る 。
隠
岐
で
は 、
全
般
に 、
い
わ
ゆ
る
ラ
行
音(
特
に
ロ・
5・
2)

が
不
安
定
で 、
と
か
く

変
相
を
示
し
が
ち
で
あ
る 。
右
の
「ケ
1」
も 、
「コ

レ」
の
「レ」
の 、
子
音
脱
落
が
も
と
に
なっ
て
生
じ
た
形
(roHovroov

r
z)
で
あ
る
と
と
は
明
ら
か
で
あ
る 。

五
箇
方
言
で 、
「
ケ
l」

は 、
次
下の
よ
う
に

おζ
な
わ
れ
る 。

。エ
マ
ダニ
ケ
l
コ
コ
ロ
ガ
ス
タラン
ト
コ
ダ 。

い
ま
だ
に、

ほ
ん
と
K 、
〔
倹
約〕

の
心
が
け
が
な
く
な
ら
な
い
の
だ。

O
ス
ッ

パ
リ

ケ
l

シ
ニ
タ
エ
テ

シ
7
ウ

ダ 。

す
っ
か
り 、

ほ
ん
と

に、

死
に
た
え
て
し
ま
う
よ 。

Oソ
判
デ
ケ
l

ニ
門ト
ソ
列ナ
コ
ト
ゴ
刑ラ
ヌ 。

そ
れ
で 、

ほ
ん
と
に、

二
度
と
そ
ん
な
と
と
は
あ
り
ま
せ
ん 。

O
ソ
エ
コ
ソ

ケ
l

ワ
キ
ャ

ゴ
ザ
ン
ヘ
ヌ
。

そ
れ
と
そ 、

ほ
ん
と
に、

わ
け
は
ど
ざ
い
ま
せ
ん 。

右の
諸
文
は 、
い
ず
れ
も
話
し

手の
判
断・
確
信 、
さ
ら
に
言
え
ば
主
張の
表

現
で
あ
る 。
「ヶ
l」

は乙
と
に
立っ
て 、
当
該の
文
表
現
の 、
右の
特
性
を 、

頂
点
的
に
表
示
し
て
い
る
の
で
あ
る 。
さ
て 、
「
ケl」
に
は 、
一
種の
強
調

性
が
認
め
ら
れ
る 。
と
の
強
調の
情
意
が 、
話
し

手の
主
張の
表
現
を
決
定づ

け
て
い
る
と
も
言
え
る 。
第二
例の
「ス
ッ

パ
リ」 、

第三
例の
「ニ
ド
ト」 、

お
よ
び
第
四
例の
「
tコ
ソ」
な
ど 、
一
文の
強
調
K
あ
ず
か
る
諸
要
素
が 、

「
ケ
l」

と
の
関
連の
も
と
に
見
出
さ
れ
る
の
も
偶
然
で
は
な
い 。
い
わ
ば 、
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「
ケ
l」

は 、
特
定
文
表
現
に
あっ
て 、
話
し
手の 、
主
張
的
な
情
感
を
ひ
き

い
る 、
特
殊
な
機
能
を
み
せ
て
い
る
の
で
あ
る 。

O
門川ン

ト
引
l

到川
ボ
モ
対ニ
モ
付
l

判
カ
ド
ロ
ニ

叶マ

リョ
l
ッ
タ
デス 。
全く 、
ほん
とに 、
〔洪水で〕
回も何も 、
ねえ 、
赤土

に
埋
ま
っ

て
い
ま
し
た 。

O
オ
ジ
l

サ
ン

ガ
ド
l
ン
ト

ケ
l

ガ
メ
テ
ケ
l
ヨ
ワ
リマシ

タ 。

お
じ
い
さ
ん
が
〔
息
子
の
戦
死
の
報
を
悶
い
て〕

全
く 、

ほ
ん
と
に、

気

を
落
と
し

て、

体
が
弱
り
ま
し
た 。

自
己
の
確
認
事
実
を 、
回
想
的に
表
現
し
た
・もの
で
あ
る 。
い
わ
ば 、
と
こ
で

も 、
文
表
現の 、
話
し
手
中心
の一
方
的
な
「
持
ち
出
し」
の
訴
え 、
も
し
く

は
主
張
の
情
窓
を 、
「
ヶ
l」

が 、
文
中
に
あっ
て 、
頂
点
的
に
表
わ
し
て
い

る
と
み
ら
れ
る 。

以
上
の
よ
う
な 、
間
投
詞
「
ケ
i」

と 、
乙
れ
の

お
と
な
わ
れ
る
文
表
現

の 、
末
尾
に
立つ
文
末
詞

お
よ
び
文
末
詞
に
準
じ
る
も
の
と
の
聞
に
は 、
一
定

の
対
応
関
係
の
認め
ら
れ
ると
と
が
あ
る 。
文
末
詞
は 、
文
表
現
を
最
後
的に

統
轄
し 、
特
色
づ
け
る 、
特
定
の
文
末
要
素
で
あ
る 。
間
投
罰
の
機
能
も 、
文

末
詞の
そ
れ
に
近
い 。
乙
と
で 、
一
文
表
現
上
に

お
け
る
両
要
素
の
対
応
関
係

に
注
目
す
る
こ
と
は 、
当
面
の
間
投
詞の
機
能
を 、
よ
り
深
く

追
究
す
る
う
え

に
お
い
て
も 、
意
義
が
あ
ろ
う 。

O
ノ
ン
デ
ケ
サ
引
イ
デ
ケ
ヤル
到ス
ワ
l 。

飲んで 、
ねえ 、

騒
い
で 、

ほ
ん
と
に、

楽
し
く
や
り
ま
す
よ 。

O
列ワ
デ

刺刈
テ
ケ
l

列エ
列エ
タ
パ
マ
ズニ
ケ
l

ツ
外刈

テ

ケ
l

キ
ョ
i
シ
ツ

シ
マ
シ
タ

ワ
ナ 。

鍬
で
〔
回〕

を
耕
し

て 、
ほん
とに 、
誰
も 、
頼まないで 、
ねえ 、
〔稲を〕
作っ
て 、
供出しま

したよ 。

O
ソ
エ
コ
ソ

ケ
i

エ
ワ
エ
ヌ

タ
ガ

メ
グ
7
シ
タ

ワ
ナ 。

そ
れ

と
そ 、
ほん
とに 、
話しに 、
ならないほ
ど
〔洪水で〕
回がと
われまし

た
よ 。
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「ケ
l」

の
お

ζ
な
わ
れ
る
文
表
現
に
は 、
右の
よ
う
に 、
「ワ」
類の
文
末

詞の
み
ら
れ
る
乙
と
が
あ
る 。
「
ワ」
は 、
「
わ
れ」
に
出
自
が
求
め
ら
れ
る
だ

け
あっ
て 、
主
張
性 、
あ
る
い
は
自
己
表
出
性
l!

と
で
も
言い
得
る
特
性
を

一示
すの
が一
般
で
あ
る 。
す
な
わ
ち 、
右の
例
文
に
あっ
て 、
「
ヶ!」
と

「ワ」
と
は 、
機
能
上 、
ほ
ど
よ
い
呼
応
を
み
せ
て 、
存
立
し
て
い
る
の
で
あ

る 。Oシ
ノ
ル
マ
デ
ケ
l

コ
ッ

チヨ
ル
ケ
1 0

て
い
る
か
ら 。

Oモ
l

ケ
シェ
ニ
ャ
l

ダ
ヶ 。金

も
う
け
を
し
な
い
と 、

ほ
ん
と
に、

家
に
い
る
よ
う
な
気
が
し
な
い
か
ら 。

間
投
詞
「ケ
1」

の
お

と
な
わ
れ
る
「
自
白」
の
文
表
現
に
は 、
文
末
に 、
ま

た 、
右
の
よ
う
に 、
「ヶ
l」

「ダ
ケ」
な
ど
の
と
ら
れ
ると
と
が
あ
る 。
こ
の

「
ケ
l」

「
ダ
ケ」
は 、
ひ
と
ま
ず
順
接
の
接
続
助
詞
と
す
ると
と
が
で
き
る

が 、
文
末
用
法
も
か
な
り
習
慣
化
し
て
い
て 、
文
末
詞
に
準
じる
機
能
を
み
せ

る
よ
う
に
も
なっ
て
い
る 。
話
し
手
自
身の
自
白
表
現
で
あ
る 、
右の
表
現の

末
尾
の
「
ケ
l」

類に
は 、
一
種の
主
張
性
が
認
め
ら
れ
る 。
い
わ
ばと
乙
に

も 、
間
投
詞
「ケ
1」

と
の 、
一
定
の
呼
応
関
係
が
指
摘
さ
れ
る 。

以
上
に
よっ
て 、
間
投
詞
「ケ
l」

の
示
す 、
自
己
主
張
的
な
機
能
が 、
ほ

ぽ
明
ら
か
に
なっ
た
と
思
う 。
「と
れ」
系
間
投
詞の
ζ
の
よ
う
な
機
能
が 、

指
示
代
名
詞
「と
れ」
の 、
話
し

手
圏
内の
事
物
と
し

て
認
識・
限
定
す
る
特

ホ
ン
7
ニ

死
ぬ
ま
で 、

ケ
1

ワ
シ
ャ
シ
ン
ジ
ン
ニ

ほ
ん
と
に、

ね
え 、

私
は
信
心
に
熱
中
し

ケ

オ
チ

シェ
ン

オル
ヤ
ナ
キ
ガ



性
に
基づ
く
も
の
で
あ
ると
と
は 、
多
く

言
う
まで
も
な
い 。
た
だ 、
間
投
詞

と
し
て
転
成
し
た
「
ケ
l」

は 、
特
定
事
物
を
指
示
す
る
機
能の
う
す
れた 、

よ
り
感
声
的
な
も
の
と
し
て
存
立
し
て
い
る
の
で
あ
る 。

一一一
ノ一一
「
ケ
l」

は 、
隠
岐
全
域
に 、
ひ
ろ
く

お
こ
な
わ
れ 、
盛
ん
で
あ

る 。

隠岐方言の関投表現について

O
ワ

刈引l
ケ
l
シ

斗刊
ガ
ケi
ア

ペ刺刈
ケ
l 。

ほ
ん
と
に 、
仕
事
が
多
く
て
動
き
が
と
れ
な
い
か
ら 。

O
ス
ッ

ペ
リ

ケ
l

エ
ワ
引
ヌ
コ
ト

ニ

ナ
ッ

テ
シ
マ
ッ
タ 。

す

円っ
か
り 、
ほ
ん
と
に 、
祝
わ
な
いっ
て
と
と
に
なっ
て
し
まっ
た 。〔
年
祝い〕

前
者
は
「
島
後」
西
郷 、
後
者
「
島
前」
西の
島の
例
で
あ
る 。

「ζ
れ」
系
間
投
詞
に
「
カェ
l」

の
あ
る
こ
と
は
先
述
し
た
と

お
り
で
あ

る
が 、
乙
れ
は 、
「
島
後」
に
あっ
て
は 、
主
と
し
て
都
万
村
(
五
箇の
南
西

部
に
隣
接)
を
主
域
と
す
る
西
部
地
域
に 、
「
島
前」
に
あっ
て
は 、
主
と
し

て
西
の
島
中
部

お
よ
び
中
島
地
域
に
み
ら
れ
る 。

O
ワ

刈剖

刈斗
l

引
ガ
ト
コ
ノ

叶
l

サ
ン
ガ

刊ン
デ
ノ
1 0

私
も 、
全
く 、
私
の
う
ち
の
お
じ
い
さ
ん
が
病
気
し
て
ね
え 。

都
万の
例
で
あ
る 。
「
ケ
l」

「カェ
l」

併
用
地
域
に

お
け
る
両
者
の
勢
力
関

係
に
つ
い
て
は 、
一
概
に
言
え
な
い
が 、
若い
層
で
は 、
全
般
に 、
「
ケ
l」

が
優
勢
か 、
も
し
く
は
優
勢
に

お
も
む
ζ
う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る 。

「コ
l」

は 、
「
島
後」
西
部
地
域
で 、
わ
ず
か
に
観
察
さ
れ
る
に
す
ぎ
な

私
な
ん
か 、

四

「
ヶ
l」

は 、
文
頭

お
よ
び
文
末
に
も

お
こ
な
わ
れ
る 。
次
下
は 、

言
の
例
で
あ
る 。

五
箇
方

O
引l
ワ
スレ
タ 。
あ
て
忘
れ
た 。

O
ケ
l

ホ
ン
ニ

ソ
ノ
マ
7 0

い
や 、
も
う 、
ほ
ん
と
う
に
〔
借
金
は〕
そ

の
ま
ま 。

O
引
l

ス
ッ

ベ
l

カ
エ
7
シ
タ
ケ

パ
! 。

い
や
全
く 、
すっ
か
り
枯

れ
ま
し
た
か
ら
ね
え 。

文
頭の
「
ケ
l」

で
あ
る 。
ζ
の
「
ケ
l」

が 、
先
述の
間
投
詞
「
ケ
l」

と 、
同
工
の
成
立
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
ると
と
は
明
ら
か
で
あ
る 。
と
れ

を 、
間
投
詞
の 、
文
頭
用
法
と
す
るζ
と
が
で
き
な
く
も
な
い 。
(「話しと
と

ばの
文型山」
五
四ベ
参照)
し
か
し 、
文
頭
に
位
置
し
て 、
全
文の
表
現
性
を

大
き
く
決
定づ
けて
い
る
点
も
み
の
が
せ
な
い 。
そ
れ
に 、
間
投
詞
を 、
文
中

間
投
の
要
素
と
し
て
厳
密
に
受
け
と
る
な
ら
ば 、
と
れ
は 、
し
ば
ら
く

感
動
詞

と
み
て

お
か
ね
ば
な
る
ま
い 。
「
ヶ
l 。」

(
ち
く
しよ
う 。)
の
よ
う
に 、
単
独

で
発
現
し 、
か
つ一
文
と
し
て
把
握
し
得
る
表
現
も
あ
る 。
が 、
両
者
は 、
も

と
よ
り
類
縁の
機
能
体
な
の
で
あ
る 。

文
中・
文
頭
の
「
ケ
l」

成
立の
先
後
関
係
を
言
うこ
と
は
容
易
で
な
い 。

文
頭の
「
ケ
l」

の
後
生
(
す
な
わ
ち 、
文
中の
「
ケ
l」

の
転
用)
を
考
え

た
い
が 、
ま
た 、
文
頭の
代
名
詞
が 、
そ
の
ま
ま
感
声
化
し
た
と
す
る
み
か
た

も 、
で
き
な
く
は
な
い 。
い
ま
は 、
間
投
詞の
活
動
の
大
き
さ
を 、
改
め
て
指

摘
す
る
に
と
ど
め
て

お
き
た
い 。

「ケ
l」

の
文
末
用
法
も 、
次
下
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
る 。

O
ナ
ン
ダ

ケ
l 。

な
ん
だ 、
全
く 。
〔
何
を
言っ
て
る
ん
だ 。〕

O
ユ
1
コ
ト

キ
カ
ン

カ

ケ
l 。

言い
つ
け
を
聞
か
な
い
か 、
ほ
ん
と
に 。

O
シ
カ
ケ
チ
ョ
l

ワ
ナ

ケ
l 。

や
り
か
け
て
い
る
よ 、
ほ
ん
と
に 。
〔
う

る
さ
く

言
わ
な
く
て
も 。〕

い
ず
れ
も 、
話
し
手の
腹だ
た
し
さ
を
ぶ
ち
ま
け
た
表
現
で
あ
る 。
文
末
の
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「ケ
l」

に
は 、
乙
う
し
た
強い一
方
的
な
感
情
が 、
最
後
的
に
結
集
し
て
い

る
と
み
ら
れ
る 。
「
ケ
l」

の
前
に
休
止
は
な
く 、

一
気
に
言い
下
さ
れ
る 。

と
の
「
ケ
l」
も 、
も
と
よ
り
先
述二
者
(
間
投
詞・
感
動
詞)
類
縁の
機

能
体
で
あ
る 。
乙
れ
を 、
感
動
詞の一
用
法
と 、
み
ると
と
も
で
き
る
か
と
思

う 。
が 、
文
末
で
の
用
法
が
比
較
的
国
着
的
で
あ
る 。
乙
の
点
で 、
文
末
特
定

要
素 、
す
な
わ
ち
文
末
詞
||

化
の
過
程
に
あ
る
も
の
と
す
るζ
と
が
で
き
よ

・つ 。以
上
の
よ
う
に 、
間
投
詞
「
ケ
l」

類
縁の
事
象
の 、
は
ば
ひ
ろ
い
用
法
を

認
め
る
こ
と
が
で
き
る 。

と
の
用
法
は 、
ま
た
隠
岐
全
域
に
み
ら
れ
る 。

O
ケ
l

ガ
メ
タ 。

い
や
もう 、
疲れた。

O
ダマ
ラ
ン
カ
ケ
l 。

だ
まらない
か 、
ほんとに 。

O
引
カ
ラ
ン
クシエ
ニ 。
ホ
ン

トニ
判
1 0

わか
らない
くせに 。
ほん

とに 、
もう。

前二
例
は
「
島
後」
西
郷 、
後
例
は
「
島
前」
中の
島の
も
の
で
あ
る 。

五

五
ノ一
つ
い
で 、
「そ
れ」
系
間
投
詞
を
と
り
あ
げ
る 。
ζ
と
に
は 、
「ソ

エ」
〔
80〕 、
「ソ
l」

〔moh〕 、
「シェ
l」

〔
守一〕 、
「
サ
1」

〔包一〕
な
ど
が
認

め
ら
れ
る 。

以
上
の
諸
形
の
う
ち
で 、
最
も
使
用
頻
度
の
高い
も
の
は「
ソ
1」

で
あ
る 。

O
ミ
ン
ナ
ソ
l

ア
ル
イ
テ 。

みん
な 、
ねえ 、
歩いて
〔行っ
た
もの

で
す 。〕

つ
い
で
「
ソエ」
が
あ
げ
ら
れ
る 。
「
ソエ」
の
表
現
に
は 、
い
く
ら
か
改
ま

っ
た
律
気
さ
が
あっ
て 、
主
と
し
て
老
年
居
に

おと
な
わ
れ
る 。

「ソ
l」

は 、
「ソ
レ」
の
「ν」
音
の
変
化
が
も
と
に
なっ
て
生
じ
た
形
で

あ
る
と
推
察
さ
れ
る 。
と
れ
を 、
あ
る
い
は
「
そ
の」
の
転
批
形
と
み
る
む
き

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い 。
が 、
当
地
方で
「
そ
の」
が 、
間
投
部
に
立つ
乙
と

は 、
ま
ず
な
い 。
一
方 、
「
そ
れ」
の
転
批
形
で
あ
る「ソエ」
は 、
上
述の
と

お
り 、
老
年
層
な
ど
に
盛ん
で
あ
る 。
五
箇の
あ
る
老
婆
は 、
北口の
物
価
に
つ

い
て 、
「
叶メ

判刈ショ
l

ガ
ソ
エ

叶刈
シェ
ン
デ
ゴ
吋川
シ
タ
ケ

ノ
l。」

(米一
升が 、
ねえ 、
四銭でど
ぎい
ましたか
らねえ 。)
と
語っ
た
後 、

す
ぐ
続
け
て 、
「ジ
ッ
汁斗ン
モ
モ
ッ

チヨ
リャ
叶l

汁刈
デ
モ

カ

ワレ
マ
シ
タ
ケ
ノ
l 。」(十銭も持っ

てい
れば 、
ねえ 、
何で
も買えましたか

らねえ O)
と
語っ
て
い
る 。
ほ
ぽ
問
趣の
内
容
を
述べ
た
前
後二
文
で 、
「ソ

エ」
「
ソ
1」

の
お

ζ
な
わ
れ
て
い
る
事
実
は 、
「ソ
l」

が 、
「そ
れ」
系の

事
象で
あ
るζ
と
を
示
し
て
い
よ
う 。

五
箇
方
言
で 、
「ソ
l」

「ソエ」
は 、
以
下の
よ
う
に

おと
な
わ
れ
る 。

Oエ
グ
カン
ナ
ル
ト
ソ
l

ガッ
コ
エ
ヤ
リ7
ス
ケ
1 0

適令に

なると 、
ねえ〈ど
承知の
ようK〉 、
学校へ
やりまずか
ら。

07
エ
ワ
ソ
l

カ
ネモ
l

ケ
ガ

ト
ボ
シ
ダ
ケ
ノ
l 。

以
前は 、

ねえ〈ど
承知のように〉 、
金もうけが
少ない
か
らねえ 。

Oニ
ン
グ
ワ
ソ
エ
シ
ン
ボ
l

シェ
ニ
ャ
l

ノ
l 。

人間と
い
う

もの
は 、
ね
え〈ど
存じのようK〉 、
苦労をしな
くて
はねえ 。

O
ソ
判
デモ
ソ
エ
判ドモ
訓コ
ロ
デ
パ
l 。

それで
も 、
ねえ 、
子

ど
も心でねえ 。
〔いじらしい
ものだ 。〕

右
の
諸
文
は 、
い
ず
れ
も
在
外
的
事
実の 、
解
説・
説
明
の
文
表
現
で
あ
る 。

し
か
も 、
聞
き
手の
観
念
に
存
す
る
事
実と
し
て
認
め
た
とと
ろ
に
成
立
し
て

い
る 。
例
え
ば
第一
例
の
話
題
は 、
就
学に
関
す
る一
般
的
な
事
実で
あ
る 。

当
然 、
聞
き
手の
観
念に
あ
る
もの
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
よ
う 。
「ソ
l」
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は
と
乙

に
位
置
を
し
め
て 、
当
該の
文
表
現
の
特
質
を 、
頂
点
的
に
表
示
し
て

い
る
と
言っ
て
よ
い 。
と
と

に
は 、
聞
き
手に
焦
点
を
合
わ
せ
よ
う
と
す
る 、

話
し
手の
意
識
が
認
め
ら
れ
る 。
い
わ
ば
「ソ
l」

類
は 、
文
表
現
に
あっ
て 、

話
し
手の 、
認
容
的
な
(
聞
き
手へ
の
特
別
な
意
識
を 、
い
ま
仮
り

に、
乙
の

よ
う

に
言
い
表
わ
す。)
意
識
を
ひ
き
い
る 、
特
定
の
機
能
を
示
し
て
い
る
の

で
あ
る 。

き
て 、
間
投
詞
「
ソ
!」

類
と 、
ζ
れ
の

お
と
な
わ
れ
る
文
表
現
の
末
尾

に

立
つ
文
末
詞

お
よ
び
文
末
詞
花
準
じ
る
も
の
と
の
聞
に
は 、
先の
「
ケ
1」

の

場
合
同
様 、
一
定
の
対
応
関
係の
認
め
ら
れ
ると
と
が
あ
る 。

11

11

11

11

、

O
ン
マ
ワ

ソ
エ

ゴ
ヤ
ク
エ
ン
デ
ス

ガ 。

今
は 、

ね
え 、

五
百
円
で
す

ょ 、

ね
?

O
コ
ン
ド

ソ
l

ワ
カ
イ

モ
ノ
ニ

ソ
l

オ
シ
エ
ニ
ヤ

ナ
ラ
ノ

、ガ
l
。

今
度
は 、

ね
え 、

若
い
者
に
教
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
よ 、

ね
?

Il

ll

、

O
エ
ナ
カ
カ
ラ

ソ
l

ク
ル

デ
シ
ョ
l

ガ
ノ
。

田
舎
か
ら 、

ね
え 、

〔
泊
り
に〕

来
る
で
し
ょ
う 、

ね
?

右
の
よ
う
に 、
「ソ
l」

類の
お

こ
な
わ
れ
る
文
表
現
に
は 、
上
昇
調
の
「

ガ」

(
お

よ
び
「

ガ
ノ」)
文
末
詞
の
と
ら
れ
る
乙
と
が
あ
る 。
上
昇
調
の
「ガ」

は 、
聞
き
手の
意
向
に
意
を
は
ら
い
つ
つ
告
知
す
る
機
能
を
もっ
て
い
る 。
ζ

の
種
の
「

ガ」
が 、
普
通 、
告
知
の
機
能
を
示
す
と
同
時
に 、
強い
余
情
を
醸

し
出
し
て
い
る
の
も 、
聞
き
手の
意
向へ
の
思
い
入
れ
の
深
さ
に
起
因
し
て
い

よ
う 。
けっ
き
ょ
く

右の
文
表
現
に
あっ
て
は 、
「ソ
!」

類
と
文
末
の
「ガ」

と
は 、
聞
き
手へ
の
意
識の 、
特
別
な
深
さ
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る 。
両

者
は 、
一
つ
の
呼
応
関
係
に
あ
る
の
で
あ
る 。

O
ホ
ン

ト
ワ
ソ
エ
シ
ホ
ン
ノ
モ
ン 、タエ
ド 。

〔
土
俵
の
柱
は〕

四
本
の
も
の
だ
け
れ
ど 。

隠岐方言の間投表現について

ほ
ん
と
う
は 、

ね
え 、

Oサ
カ
ヤ

ガ
ソ
l
ココニ

こ
に
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど 。

「ソ
l」

類の
お

こ
な
わ
れ
る
文
表
現
に
は 、
また 、
文
末

に、
「ダエ
ド」

(「
tエ
ド」)

の
立つ
乙
と
が
あ
る 。
「ダエ
ド」
は 、
逆
接
の
接
続
助
詞
で

あ
る 。
が 、
右の
よ
う
な
文
末
用
法
も
か
な
り
習
慣
的
で
あ
る 。
乙
の
意
味

で 、
文
末
詞

に
準
じ
る
も
の
と
す
る
ζ
と
が
で
き
よ
う 。
「
ダエ
ド」

の 、
と

の
文
末
用
法
は 、
聞
き
手の
意
向
を

お
し
は
か
り 、
話
し
手の
判
断の 、
一
方

的
な
表
出
を
避
け
よ
う
と
す
る
意
識

に
支
え
ら
れ
て
の
も
の
で
あ
る 。
と
と
に

「ソ
l」

類
と
の 、
一
定の
呼
応
関
係
が
認
め
ら
れ
る 。
ち
な
み

に、
間
投
詞

「ケ
l」

の
玄つ
表
現の
文
末

に
は 、
右の
「ガ」
「ダエ
ド」 、

共
に
お

こ
な

わ
れ
な
い
の
が
普
通
で
あ
る 。

以
上

に
よっ
て 、
間
投
詞
「
ソ
l」

類の 、
い
わ
ゆ
る
対
者
認
容
的
な
機
能

を
明
ら
か

に
す
ると
と
が
で
き
た
と
思
う 。
右
の 、
文
末
特
定
要
素
と
の
呼
応

の
事
態

に
よっ
て
も
う
か
が
わ
れ
る
と

お
り 、
間
投
詞
は 、
い
わ
ば
陳
述
に 、

深い
か
か
わ
り
を
もっ
て 、
存
立
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る 。

「そ
れ」
系
間
投
詞の
機
能
は 、
先に
「乙
れ」
系
間
投
詞の
場
合
で
も
指

摘
し
た
よ
う
に 、
指
示
代
名
詞
「
そ
れ」
の 、
聞
き
手
閣
内の
事
実
と
し
て
認

識
す
る
特
性に
基づ
い
て
い
る 。
が 、
間
投
詞
と
し
て
認
め
得る
事
象
が 、
表

現
に
あたっ
て 、
話
し
手の
特
殊
な
意
識
を
表
わ
す 、
よ
り
感
声
的
な
も
の
と

し
て
発
現
し
て
い
る
事
態
は 、
上
述
し
た
と

お
り
で
あ
る 。

五
メ
二
「ソ
l」

「
ソエ」
は 、
「
島
後」
全
域

お
よ
び
「
島
前」
南
端の

孤
島 、
知
夫
里

に
分
布
す
る 。
さ
て 、
「
島
後」

に
あっ
て 、
「ソエ」
は 、
五

倍お
よ
び
そ
の
東
隣
り
の
旧
中
村な
ど 、
北
部
地
域一
帯
を
分
布の
主
域
と
す

る 。
既
述
の
と

お
り 、
当
北
部
は 、
受
動
的
な
士口
脈
性
を
特
質
と
する
地
域
で

あ
る 。
と
ζ

に
「
ソ
エ」
が
み
ら
れ
や
すい
の
は 、
方
言
地
理
学
上
か
ら
み
て

ア
リマ
シ
タエ
ド。

酒
屋
が 、

ね
え 、

乙
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も 、
興
味
深
い 。

O
エ
マ
デ
モ
ソ
エ

ソ
ノ

フ
ト
タ
チ
ガ
カ
シ
ラ
エ

で
も 、
ね
え 、
そ
の
人
た
ち
が
上
座へ
す
わ
る。

旧
中
村の
例
で
あ
る 。
「ソ
i」

は 、
全
域
で
盛
ん
で
あ
る 。

「
そ
れ」
系
間
投
詞
に
は 、
ま
た
「
シェ
l」

が
あ
る 。
と
の
「シェ
l」

も 、
「
ソ
レ」
の
「レ」
の 、
子
音
脱
落
が
も
と
に
なっ
て
生
じ
た
形
で
あ
る

と
解
さ
れ
る 。

O
ン
寸
ゴ
ラ
l
シ
ェ
ー

カ
ワ
ッ
タ
コ
叶

ダ。

今
頃
は
〔
昔
と
く
らべ

て〕 、
ね
え 、
変っ
た
こ
と
だ。

O
フ
タ
l

ツ
ナ
ラ
シ
エ
|

エ
チ
ネ
ン
コ
l
タ
イ
ニ

ナ
l

ダエ
ド。

〔
牧内川
が〕
二
つ
あ
れ
ば 、
ね
え 、
一
年
交
替
に
な
る
け
れ
ど。

五
箇の
例
で
あ
る 。
そ
れ
に
して
も 、
乙
の
「シェ
l」

は 、
西
寄
り
の
部
落

に 、
わ
ず
か
に
聞
か
れ
る
程
度
で 、
分
布の
主
域
は 、
五
箇の
南
西
部

に
隣
接

す
る
都
万
地
域
で
あ
る 。
が 、
と
と
で
も 、
先
述の
「ソ
l」

の
方
が
頻
用
さ

れ
る 。
「ソ
l」

「シェ
l」

両
者
の
う
ち
で
は 、
「ソ
l」

が
上
品
で
あ
る 。

例
え
ば
五
節
西
部の
福
浦
部
落
で
は 、
上
述の口同
位
差
が 、
はっ
き
り
と
認
め

ら
れ
る 。

ス
ワ
ル 。

「
島
前」
で
は 、
主
と
し
て
中
島・
西の
島

に
「シェ
l」

(
知
夫
里
島・
中

島
に
「セ
l」

〔忠一〕
も)
が
観
察
さ
れ
る 。

O
ラ
ン
プ
デ

刻刈
テ

シ
ェ
l

刈刈
カ
ラ

判
ン
キニ

判刈
タ
ダ

ケ

ノ
l 。

ラ
ン
プ
で
い
て 、
ね
え 、
そ
れ
か
ら
電
灯
に
変っ
た
ん
だ
か
らね

・え。

中
鳥
(
海
土
村)
の
例
で
あ
る 。

し
ば
ら
く 、
「
そ
れ」
系
間
投
詞
と
し
て

お
き
た
い
も
の
に 、
「サ
l」

が
あ

る 。
そ
の
機
能
が 、
上
述の
「
そ
れ」
系
間
投
詞
と
同
列の
も
の
で
は
あ
る

が 、
そ
れ
に
して
も 、
「サ
l」

の
成
立

に
つ
い
て
は 、
今一
つ
明
ら
か
で
な

い
点
が
あ
る 。
た
だ 、
「と
れ」
系
間
投
詞の
例
で
は
あ
る
が 、
島
根
県
本
土

部
で 、
出
雲
地
方
に
「
ケ
l」

が 、
石
見地
方
に
「カ
1」

が
分
布
す
る 。

(「
ケ
l」

は
山
陽
側
の
備
中
地
方へ 、
「
カ
l」

は
安
芸
地
方へ
と
ひ
ろ
が

る 。)
「
ケ
l」

に
あ
い
隣
接
し
て
「
カ
l」

の
観
察
さ
れ
る
の
も 、
右の
「
サ

l」
の
成
立

に
比べ
あ
わ
せ
て
み
る
と
と
が
で
き
よ
う
か 。

O
ミ
ン
刑
判
l

オ
制
デモ
吋
クシェ
ン
ト

ガ
チ

ガ
イ7
ス
刺l 。

み
ん
な 、
ね
え 、
隠
岐で
も 、
ア
ク
セ
ン
ト

が
迷い
ま
す
ね
え。

五
箇の
例
で
あ
る 。

「
サ
l」

は 、
「
島
後」
に
あっ
て
は 、
五
箇の
南
西
部
に
隣
接
す
る
都
万
地

域
に 、
主
と
し
て
分
布
す
る 。
そ
の
分
布
状
況
は 、
「シェ
l」

の
そ
れに
類

似
す
る 。
使
用
頻
度
は
さ
ら
に
低
い 。

O
ツ

判斗

オ刈
タ
オ

刺州刑
サ
l

到
キ
チ
ヨ
リ
マ
ス。

梅
雨
に 、

雨
が
降っ
た
お
か
げで 、
ね
え 、
〔
作
物
が〕
で
き
て
い
ま
す。

都
万の
例
で
あ
る 。
比
較
的
女
性に
よ
く

用い
ら
れ
る 。

「
島
前」
で
も
「
サ
l」

の
聞
か
れ
るζ
と
が
あ
る 。
が 、
き
わ
め
て
少
な

い 。
そ
の
分
布
状
況
な
ど
も 、
い
ま
は
不
明
の
点
が
多い 。

O
コ
ン
叶

サ
!
シ
ェ
ッ

引
1
シ
テ
ゴ

引刈
シ
タ
ケ
ニ。

ぇ 、
設
計
し
て
い
らっ
しゃっ
た
か
ら。

西
の
島の
老
婆の
と
と
ば
で
あ
る 。

メ、
寸

-L­
/， 

0 -:; 
ノ

フ ，らト I c.'_ね ガ 軒え 胡。
コー lモ
ザI +­
Jレ

宋

モに
り お
友 三ケ 誌

れソヲ
ェ ー占。

58 

今
度 、
ね

人
が
い
らっ
しゃ
る
も
の
だ
か



。
ソ
エ
ダ
ケ

そ
う
だ
か
ら
ね
え。

O
オ
ト
シ
タ

カ
ノ
ソ
l。

落
と
し
た
の、
ね
え。

O
ダ
イ
苅
ウ
ミ
ガ
ナ
刈
l

ナ
到ニ
ャ
l

川
1 0

お
だ
や
か
に
な
ら
な
い
と
ね
え。

Oハ
ヤ
エ
ナ
ニ
ャ

ソ。

早
く
婦
ら
な
い
と 、
ね
え。

五
箇の
例
で
あ
る 。
乙
れ
が 、
間
投
詞
と
類
縁の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る 。
ζ
ζ
に
は 、
聞
き
手の
関
心
に
訴
え
よ
う
と
す
る 。
話
し
手の
意
識

が 、
最
後
的に
う
ち
だ
さ
れ
て
い
る 。

「ソ
l」

「ソエ」
の
う
ち
で 、
文
末
に
立
ち
や
すい
も
の
は
「ソ
l」

で
あ

る 。
と
れ
が
「ソ」
と
短
呼
さ
れ
る
場
合
も
あ
る 。
こ
の
と
と
は 、
右の
事
象

が 、
本
来の
語
性
か
ら
脱
し 、
文
末
特
定
要
素
と
し
て
安
定
化
し
つ
つ
あ
る
状

態
を一示
す
も
の
で
あ
ろ
う 。
し
か
も
文
末
に
あっ
て 、
文
表
現
を
最
後
的に
統

轄
し 、
表
現
を
決
定
し
て
い
る 。
乙
の
よ
う
な
事
態
か
ら
し
て 、
当の
「ソ

l」
類
は 、
文
末
詞 、
も
し
く
は
文
末
詞
化
の
過
程
に
あ
る
も
の
と
み
る
乙
と

が
で
き
よ
う 。

ソ
。

そ
う
と
う

に
海
が

隠岐方言の間投表現について

と
ζ
ろ
で 、
先
に 、
「乙
れ」
系
の
「
ケ
l」

の 、
文
頭
用
法
に
注
目
し
た

の
で
あ
る
が 、
当
面
の
「
そ
れ」
系
の
事
象
K
は 、
文
頭
用
法
が
認
め
ら
れ
な

い。
聞
き
手
を
意
識
す
る
と
こ
ろ
に

お
と
な
わ
れ
る
「ソ
l」

は 、
特
定
の
呼

び
か
け
機
能
を
もっ
て
文
末
に
は
立っ
て
も 、
話
し
手の
感
情の
表
現
と
し
て

は 、
慣
用
さ
れ
が
た
かっ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い 。

右の
文
末
用
法
は 、
隠
岐
全
域
に
み
ら
れ
る。

O
オ
l

ケ
ニ

ナ
ッ

テ
ソ
l。

大
き
く
なっ
て
ね
え。
〔
子
ど
も
を
み
て〕

O
ミ
ツ
コ
ト

モ
ゴ
ザ
ン
シ
ェ
ン
ケ
ソ。

み
る
乙
と
もど
ざ
い
ま
せ
ん
か

ら
ね
え。
〔
本
土
を〕

「
島
後」
南
東
部
地
域
で
の
例
で
あ
る 。

「
島
前」
の
西
の
島・
中島
地
域
で
は
「シェ
l」

が
立
つ 。

「ソ
l」

は
な
い 。
既
述 。)

Oハ
刊
イ
コ
ト

ニ

ナ
引
ン

ダ。
阿
シ
テ
モ

に
な
ら
な
い
よ。
ど
う
し
て
も
ね
え。

(
当
地
域
に

シ
ェ
l 。

早
い
乙
と

七

以
上 、
隠
岐
方
言に
あっ
て 、
「乙
れ」
系
間
投
詞
と
「
そ
れ」
系
間
投
詞

と
が 、
あ
い
対
し
て
存
立
する
事
態
に
つ
い
て
記
述
し
て
き
た 。
現
状
で
は 、

前
者
(「乙
れ」
系)
に
あっ
て
は
「
ケ
i」

が 、
後
者
(「
そ
れ」
系)
に
あ

っ
て
は
「ソ
i」

が 、
主
と
し
て

お
こ
な
わ
れ
て
い
る 。

と
れ
らの
間
投
詞
は 、
語
源
的に
は
代
名
詞
に
さ
か
の
ぼ
り
得る
も
の
で
あ

る
だ
け
に 、
何
程
か
の
指
示
性が
認
め
ら
れ
る。
(
先に
検
討
し
た
表
現
上
の

機
能
も 、
ζ
の
指
示
性
を
基
調
と
し
た
もの
で
あ
る 。)
が 、
そ
れ
に
し
て
も 、

「
ケ
l」
と
「ソ
1」

と
に
は 、
指
示
性の
強
弱
と
い
う
点
で 、
一
定
の
差
が

あ
る 。
す
な
わ
ち 、
少
な
く
と
も
意
味
論
的
に
は 、
「乙
れ」
が
「
ケ
l」

と

なっ
て 、
原
形
に
遠
ざ
かっ
た
もの
よ
り
も 、
「そ
れ」
が
「ソ
l」

と
なっ

て 、
「ソ」
と
い
う
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
もの
の
方
K 、
よ
り
多
く
指
示
性

が
保た
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。
現
に
「ソ
l」

の
形
で 、
具
象

的
な
事
物
を
指
示
する
例
が
あ
る 。

O
ウ
エ
ニ。
ソ
i。

〔
そ
の〕
上
に。
ほ
らo

O
ソ
コ
ノ
ム
コ
l

ニ。
ソ
l。

そ
乙
の
むこ
う
側
に。
ほ
ら。

「ケ
1」

に
は 、
こ
の
よ
う
な
用
法
が
な
い 。
た
だ 、
同
じ
「ζ
れ」
系の

「
コ
l」

は 、

O
コ
エ

サ
ン
マ
イ
ダ

ガ。
コ
l。

乙
れ 、
三
枚
だ
よ。
乙
の
と
お
り。

の
よ
う
に 、
「ソ
l」

に
類
似
し
た 、
比
較
的
き
わ
や
か
な
指
示
性
を
示
す乙
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と
が
あ
る 。
「コ
l」

は 、
形
と
指
示
性
と
の
う
え
で 、
「ソ
1」

と
同
位
置
に

あ
る
が 、
使
用
頻
度
が
ど
く

低
く 、
し
か
も
分
布
領
域
が
限
ら
れ
て
い
る 。

(
既
述)
以
上
の
よ
う
な
事
態
で
あ
る
と
す
れ
ば 、
「
ヶ
l」

と
「
ソ
l」

と

は 、
端
的
に
言っ
て 、
も
は
や
単
純に
は 、
比
較
の
座
に
の
ら
な
く
なっ
て
い

る
の
で
あ
る 。

「
そ
れ」
系
で 、
「乙
れ」
系
の
「
ケl」
に
相
当
す
る
も
の
は
「
シェ
l」

で
あ
る 。
が 、
「
シェ
l」

は 、
「
島
前」
で
は
か
な
り
み
ら
れ
る
と
は
い
え 、

「
島
後」
に
あっ
て
は 、
西
部
地
域
に 、
わ
ず
か
に
分
布
す
る
に
す
ぎ
な
い 。

一
体 、
音
節
変
化
の
自
然
と
い
う
函
か
ら
み
れ
ば 、
「
そ
れ」
系
に
あっ
て
も 、

「シェ
l」

の
盛
行
が 、
もっ
と
期
待
さ
れ
て
よ
い 。
現
状
が
そ
う
で
な
い
の

は 、
「シェ
l」

へ
の
変
化
を
規
制
す
る 、
何
か
が
あっ
た
と
考
え
な
け
れ
ば

な
る
ま
い 。
「
そ
れ」
系
間
投
詞
は 、
聞
き
手に
焦
点
を
あ
わ
せ
よ
う
と
す
る 、

特
定
の
意
識の
も
と
に

お
ζ
な
わ
れ
る 。
聞
き
手へ
の
意
識
(
||

さ
ら
に
言

え
ば
呼び
か
け
強
調
の
意
識)
が 、
内
面
か
ら
形
を
支
え 、
「ソ
1」

の
段
階

に
と
ど
ま
ら
せ
た
(
あ
る
い
は
「
ソ
l」

の
段
階へ
ひ
き
も
ど
し
た)
と
も
恕

察
さ
れ
る
の
で
あ
る 。
「ソ
lL

の
待
遇口問
位が
「
シェ
l」

よ
り
高い
と
い

う
事
実
も 、
ζ
乙
に
あ
わ
せ
て
と
り
あ
げ
て
み
る
ζ
と
が 、
右の
成
立
を
考
え

る
う
え
に
有
効
で
あ
ろ
う 。

そ
れ
に
し
て
も 、
「シェ
l」

の 、
比
較
的
よ
く
み
ら
れ
る
「
島
前」
の
事

態
が
あ
る 。
両
系の
諸
事
象の
分
布
状
況
に
つ
い
て
は 、
な

お
究
明の
余
地が

あ
ろ
う 。
い
ず
れ
に
し
ろ 、
両
系の
間
投
詞
が 、
単
純
な
音
韻
変
化
の
結
果 、

生
じ
た
も
の
で
な
い
ζ
と
は 、
と
と
で
認
め
て

お
くζ
と
が
で
き
る
と
思
う 。

J\ 

以
上 、
隠
岐
方
言の
間
投
表
現
を
と
り
あ
げ
た 。
指
示
代
名
詞
「と
れ」

「
そ
れ」
両
系の
間
投
詞
が 、
文
表
現
の
間
投
部
に
立っ
て 、
盛
ん
な
汚
動
を

み
せ
て
い
る
の
で
あ
る 。
概
し
て
言
え
ば 、
「と
れ」
系
が 、
話
し
手の一
方

的
な
訴
え 、
も
し
く
は
主
張の
情
感
を
表
わ
すの
に
対
し
て 、
「
そ
れ」
系
は 、

聞
き
手に
焦
点
を
合
わ
せ
よ
う
と
す
る 、
話
し
手の
特
別
な
意
識
を
表
わ
す 。

両
系
間
投
詞
が
あ
い
寄っ
て 、
生
活
表
現
の
た
め
の 、
顕
著な
は
た
ら
き
を
示

し
て
い
る
の
で
あ
る 。

右の
間
投
詞の
う
ち 、
「と
れ」
系
間
投
詞
は 、
中
国
本
土
部
で
も
感
ん
で

あ
る 。
(既
述)
「
そ
れ」
系
間
投
詞
も 、
岡
山
県
下
に
「セ
l」

が
あ
る 。
乙

の
よ
う
な
事
態
か
ら
し
て 、
上
述の
隠
岐
方
言の
間
投
詞の
活
動
も 、
当
方
言

に
孤
立
し
た
現
象で
は
な
い
と
言
え
る
の
で
あ
る 。

山
陰の
海
上
に
孤
立
す
る
隠
岐
方
言
は 、
古
来 、
中
国
方
言
を
特
色づ
け
て

き
た
事
象
を 、
現
前の
方
言
状
態の
な
か
に
保
有
し
が
ち
で
あ
り 、
ま
た 、
と

れ
ら
の
事
態
の
う
え
に 、
新た
な
特
質
を
醸
成
し
て
も
き
た 。
隠
岐
方
言の
全

的
記
述
は 、
史
的
事
実と
し
て
の
中
国
方
言
を 、
統一
的
に
把
録
す
る
う
え
に

も 、
一
定
の
意
義
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る 。

関
投
表
現
法
は 、
右の
記
述
体
系の
う
ち
の 、
重
要
な
事
項で
あ
る 。
と
の

討
究に
よっ
て 、，
方
言
表
現
生
活の
特
質
を明
ら
か
に
な
し
得
る
函
が
少
な
く

な
い
と
思
う
の
で
あ
る 。
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八
付

記
V

本
一知
は 、

藤
原
与
一

先
生
の
御
指
導
を
賜
わ
っ
て
成
っ
た
も
の
で
あ
り
ま

す 。

と
乙
に、

あ
つ
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す 。ー

熊
本
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子
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教
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